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′Vオハザードマークが費色の医療廃棄勧科料こ指頭1液などの液状物を捨てることになっている。

大　　　言吏 盟など敏和なもの

醸塵とは主として聯生物を離せるかその発育を脚る貰う。璃膚　懲軒

32・2仰2年「医療現数こおける手指衛生のためのガイドライ叫では、目に見える汚染がない場合には流水による手洗

とが推奨されている。

岡押しコ弓

33．インフルエンザ湖翻する。

35．無菌操作で誤っているのは王である。

ヂ精薄魯

受け取る側

ア・シリンジの取り出し　　ィ．滅菌手袋の装着　　ウ∴錆子の操作　　エ．消毒用綿球の受け渡し

．膀胱内で尿が約迦程度になると尿意を感じる。

女性の尿道は約2．5～4cm、男性の尿遜沸教m前後である。

適38・導尿を行う場合、消毒後の綿球などを入れる膿盆醸者の他に置く。

0

39・成人のグリセリン浣腸を行う場合、カテーテルは亘塾程度の挿入とする。
】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0：、

40を7浣腸を実施したら、土蛍廷排便を促れ
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ろ－与分無根する
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